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　　〔文　 学　 部〕　青木　友里 ・ 岡田　理恵 ・ 北山　美咲 ・ 熊川　貴也 ・ 佐川　絵美
　　　　　　　　　　櫻本　崇司 ・ 白鳥　芙美 ・ 園田　祐美 ・ 中川　尚史 ・ 中西真由美
　　　　　　　　　　古川　昌樹 ・ 鷲尾真由美 ・ 和順かさね ・ 飯山　友紀 ・ 小谷　美樹
　　　　　　　　　　塩見　優樹 ・ 重見　梨江 ・ 山本友香里 ・ 塚本　祥子 ・ 山口あゆみ
　　〔科目等履修生〕　清澤　トキ
（２２名）
　私は８月１３日から１７日の５日間、池田市立
歴史民俗資料館において学外実習をさせてい
ただいた。この資料館では、池田市の歴史的
特性は古墳時代、戦国時代、近世、近現代の
四つに代表されるということで、展示内容も
それに沿った形となっている。また年五回の
展示替えを行っており、利用者が比較的固定
化しやすい、住宅地の中で図書館横に併設さ
れた資料館という立地条件などからも、リ
ピーターを増やす努力が行われていた。さら
にこの資料館では学芸員が少なく、収蔵庫の
問題や資料館が設置された背景などを教えて
いただいた。実習では作業や他館への見学を
通して、何を伝えるかを考えて展示するこ
と、見学者を観察することの重要さといっ
た、これまでにない視点を学ばせていただい
た。この実習で学んだことを忘れず、今後に
役立てていきたい。
大学院修士第１学年（仏教文化専攻）石橋知子
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月２０日から２４日までの５日間、池
田市立歴史民俗資料館で実習させていただい
た。この資料館は、池田市域に関する資料を
網羅的に収集し、地域の人びとに何度も利用
してもらうべく、他館よりも頻繁に展示の入
れ替えを行なっている。
　そこで手伝わせていただいた作業の内容
は、寄贈された切手の整理であり、７年も前
から続けられているという。英語で書かれた
カタログを片手に膨大な数の外国切手を整理
するのは困難を極めたが、資料に触れること
ができ、貴重な経験であった。
　また、３・４日目にはインスタントラーメ
ン発明記念館と落語みゅーじあむを見学する
機会をいただき、資料館と他館を比較して、
それぞれの館の特徴や目的、観覧者の反応の
違いを見ることが出来たといえる。
　以上、資料館で過ごした５日間は、短くも
非常に充実した日々であった。
　最後に、お忙しい中丁寧にご指導下さった
池田市立歴史民俗資料館の方々に心より御礼
申し上げます。
文学部第４学年（国史学コース）青木友里
＊　　　　　＊　　　　　＊
　大阪市立美術館で実習を行った。６月末の
６日間で、１日目と最終日は講義、他の４日
は全関西美術展の搬入・展示・審査などのお
手伝いをした。
　１日目の館長の講義は、美術館と地域との
関わりの重要性についてであった。美術館は
何のためにあるか。誰のために、誰が支援す
るのか。誰のために学芸員が働くのかについ
て、館長が詳しく語った。誰のために美術館
は運営しているのかというと、来館者のため
で、特に税金で運営されているので、大阪市
民にどのように還元するかが重要であると
語っていた。他に企画展と常設展についても
話をしていた。企画展に目を奪われがちだ
が、重要なのは常設展である。いつきても同
じ部屋の同じ壁に同じ作品が展示してあるこ
とが重要で、世代を超えて鑑賞できる。
　今までは美術館や博物館の企画展に足を運
んだが、常設展もじっくり見に行こうと思わ
せられた講義であった。これまでの考え方が
変わった貴重な経験であった。
文学部第４学年（国史学コース）岡田理恵
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２００８年度博物館実習Ⅱ　レポートから
＊　　　　　＊　　　　　＊
　池田市立歴史民俗資料館（以下資料館）で
の実習は、外国切手の目録作成・インスタン
トラーメン発明記念館（以下記念館）及び落
語みゅーじあむの見学である。実習において
博物館の展示やその方法だけでなく、観覧者
を見るという視点を学んだ。観覧者を見るこ
とによりその館のターゲット・繁盛具合がわ
かるという。資料館は年４回の企画展・年１
回の特別展を開催しており、ターゲットはリ
ピーターという特徴がうかがえた。逆に記念
館では常設展がメインで、テーマパーク的な
要素を含んだ博物館という印象を受た。落語
みゅーじあむは図書・AV資料の閲覧ができ、
落語に興味があれば面白い博物館である。
　今まで展示ばかり見ていたが、観覧者を見
るという新たな視点を学んだことにより、視
野が広がった。また、館長や学芸員の方から
現場の声が聞けるとても良い機会であり、実
習を受け入れて下さった池田市立歴史民俗資
料館の方々に厚く御礼を申し上げたい。
文学部第４学年（国史学コース）北山美咲
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月２６日から２９日までの４日間、幕
末・明治維新に関することをテーマとして運
営されている霊山歴史館で博物館実習に参加
させていただいた。実習の内容は講義が主で
あり、学芸課長の木村幸比古氏をはじめとす
る様々な方々から、博物館のマーケティング
や広報活動などの運営に関することや刀剣な
どの資料の取り扱いについての注意点など、
様々なことを教授していただいた。また、知
識的なことばかりではなくここでの実習は、
歴史を学ぶことにどのような意義があるのか
について深く考えさせられる実習となり、そ
の結果多くの方に歴史を学んでいただくため
には博物館としてはどのような工夫を凝らす
ことが大切であるかについて非常に考えるよ
うになった。
　この実習は博物館のみならず人生において
も大切な姿勢を学ぶことができたと思うの
で、ここでの経験を今後も生かせるようにし
ていきたい。
文学部第４学年（国史学コース）熊川貴也
＊　　　　　＊　　　　　＊
　近江八幡市立資料館での実習は、博物館の
抱えた問題について、身をもって体験し学習
させて頂いた、貴重な体験となった。地域に
密着した博物館の実態を、梱包・返却の作業
を通して学んだプログラム、実際に資料館で
行われた展示に即して地域探査を追ったプロ
グラムは、非常に濃密な日程であったと考え
ている。学芸員として勤める際に問われる、
博物館展示に至るまで持つべき姿勢や資料を
見る視座等について、様々な要点を教えて頂
いた。その上で、そこにもう一つ展示に自分
なりの個性を加える等、大学の勉強だけでは
知る事の出来ない、踏み込んだ知識を教わる
事が出来た。
　また、博物館学芸員資格の過程で学んだ知
識を最大限に活用する、博物館実習の枠だけ
に捉われない先生方の広い視野の断片をも教
わる事が出来たと私は考えている。様々な知
識を学ばせて頂いた事に感謝すると共に、今
後に生かしていきたいと考える。
文学部第４学年（国史学コース）佐川絵美
＊　　　　　＊　　　　　＊
　９月１日から４日までの４日間、大阪歴史
博物館において実習に参加させていただい
た。様々な学芸員として必要な知識や技術を
学ぶことができた。
　とりわけ２日目の実習において、大阪歴史
博物館で１日まで行われていた特別展「大阪
府・市指定文化財展」において、展示されて
いた仏像を学芸員の方と運送業者の美術輸送
スタッフの方々が実際に撤収する作業を見学
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させていただき、資料梱包の技術や、宗派に
よっては仏像を借入れ、貸出しする際に仏像
の「魂抜き」「魂入れ」といった儀式をする必
要があることや、梱包の際には顔から隠し、
展示をするときには顔を最後に出すという仏
像を扱う上での基本的な技術や心構えを学ぶ
ことができた。
　この実習では、このように多くの貴重な体
験をさせていただいた、大阪歴史博物館の学
芸員や講師の皆様に感謝申し上げたい。
文学部第４学年（国史学コース）櫻本崇司
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月中旬の４日間、栗東歴史民俗博物館で
実習をさせて頂いた。
　実習では、館長のお話や館内見学からはじ
まり、古文書と絵画・美術工芸品の整理や取
り扱い方、調査方法を学んだ。最も印象に
残っているものは、仏像の調査と写真撮影で
ある。調査では、仏像の法量や構造、銘文の
有無などを見ていき、撮影ではその様子を見
学した。この作業に関わる学芸員の方の真剣
さや丁寧さ、充分な時間をかけて根気よく地
道に作業をしている姿を見て学芸員とはこう
あるべきなのか、と非常に考えさせられた。
館長からは学芸員に必要なものは、好奇心や
幅広い知識、専門的な知識、コミュニケー
ション能力だというお言葉を頂き、この４日
間の作業の中で学芸員の方の姿を見て、常に
その言葉を実感した。この実習では学芸員の
資質について深く考える事が出来、非常に貴
重な体験となった。
　最後に実習でお世話になった方々に深く感
謝し、お礼を申し上げたい。
文学部第４学年（東洋史学コース）白鳥芙美
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は７月２８日から３１日までの４日間、大阪
城天守閣にて学外実習を行った。実習内容は
初日の大阪城や天守閣の概要の講義・天守閣
内部の見学に始まり、２日目と３日目に有形
文化財や歴史資料の取扱・展示解説文の作
成、最終日に大阪城の史跡見学等多種多様な
事を教授、体験させて頂いた。
　特に、最終日の大阪城史跡見学の際に所々
に立てられていた解説板の事が印象強く残っ
た。例えば、「本丸」の英訳を「Castle」とせ
ず「Hommaru」とし、「大坂冬の陣」と「夏の
陣」の英文翻訳の区別（前者は「戦闘」、後者
は「戦争」の単語をあてる）を図る等、外国
人観光客にもきちんと配慮されている。誤解
を与えないようにと利用者（対象者）の事を
真に考えているのだと感心を覚えた。
　この他、展示物に対する個々の視点の違
い、文化財の扱い方や所蔵者に対する心得
等、様々な事を学んだ。実習中、お世話に
なった方々には深く御礼申し上げたい。
文学部第４学年（国史学コース）園田祐美
＊　　　　　＊　　　　　＊
　大津市歴史博物館にて、８月１９日から２３日
の５日間、実習をさせて頂いた。実習では大
津の各寺院から集められた鬼瓦の調査・洗浄
や、掛軸の取り扱い方、収蔵品の浮世絵を
使った展示作業など学芸員業務の一端を体験
し、貴重な資料に触れることができた。また
講義においては、燻蒸方法の変遷、行われて
いる普及活動、博物館の現状のことを聴き、
改めて文化財の必要性や学芸員という仕事の
存在意義について考えさせられた。この実習
では、学芸員にとって大切なのは人と人のつ
ながりであるということ教わった。資料の貸
し借りや、地道な研究においても、人との協
力関係なしには、成し得ないことであり、円
滑に作業を進めるためにも必要なことであっ
た。実習で初めて会ったもの同士が、展示作
業などを通して、新しい人間関係を築くこと
ができたと思う。
　この実習で得た知識、経験、人のつながり
は決して無駄にしないように今後に活用して
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いきたい。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）中川尚史
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、８月中旬から９月上旬にかけて彦根
城博物館で実習をさせて頂いた。彦根城博物
館は国の特別史跡である彦根城の一角に建っ
ており、その外観は彦根城の表御殿を模した
造りとなっている。また、その収蔵品も彦根
藩主であった井伊家伝来のものが多いという
ことだった。このような点からやや変わった
形の展示室、年末以外休館日なしなどの特徴
があるそうである。今回の実習では、９月に
行われる『人権学習シリーズ　江戸時代の医
療』の看板のデザインと作成、さらに展示替
え作業の見学とその手伝いをさせて頂いた。
先述の通り、彦根城博物館は年末以外休館し
ないので、一部の展示室のみを締め切って行
う展示替えという貴重な体験をすることが出
来た。その他にも様々な事を学んだが、特に
感じたのがコミュニケーションの大切さであ
る。コミュニケーションが上手くいかなけれ
ば、安全に作業を行うことが出来ない。
　今回体験したことを今後に生かしてゆきた
いと思う。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）中西真由美
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月２６日から２９日までの４日間、京都市歴
史資料館で実習をさせていただいた。実習で
は主に古文書調査・整理の仕方を一通り学ん
だ。この中で、いきなり調書を取っていくの
ではなく、まず古文書を時代・内容別に分類
し、最後に調書を取っていくというように、
正式な手順を教わった。最初は手間が懸る方
法だなと感じていたが、作業を進めていくう
ちにミスを減らせることを実感した。調査中
の文書を入れた箱を収納するために行った収
蔵庫の模様替えでは、箱が棚からはみ出して
通路にも箱が積まれており、スペースを確保
するのに苦労した。この他にもさまざまな体
験をさせていただき、学芸員にはきめ細やか
さや器用さも必要であることを感じた。私は
当初から古文書調査・整理をすることを希望
していたので、それを４日間体験できたこと
は非常に喜ばしいことであった。
　実習中ご指導いただいた方々に深く感謝し
たい。
文学部第４学年（国史学コース）古川昌樹
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月２６日から２９日までの４日間、幕
末・明治維新に関する展示を行っている霊山
歴史館で実習させていただいた。実習内容は
博物館運営に必要な広報、会計、マーケティ
ングなどについての講義が中心であった。資
料の取り扱いでは刀剣の手入れを行い、触れ
ることで、本物が持つ魅力やモノに触れるこ
との喜びを実感した。また、実際にモノに触
れた感触は一生忘れないという考えからハン
ズオンを意識した展示を行っている理由が理
解できた。自館が持つ強みを最大限に発揮
し、工夫を重ね、外に向けてアピールするこ
との重要性を学ぶことができた。そして佐藤
事務局長の「館の使命とは何か、何のために
存在しているのかを常に考えて行動すること
が大切」という言葉が印象的で、この意識が
館を支えていくのだと感じた。
　４日間、霊山歴史館の皆様には大変お世話
となり、博物館について再度深く考える機会
を与えてくださったことに深く感謝し、御礼
を申し上げたい。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）鷲尾真由美
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月も終わる頃、私は京都東山にある霊山
歴史館で学外実習をさせて頂いた。大谷大学
以外の大学からも多くの学生が実習に参加
し、短い期間ではあったが共に学芸員資格取
得を目指し、様々なことを学んだ。
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　実習は講義を中心に進められたが、二日目
には資料の梱包の実習があり、実際に簡単な
梱包作業を実習生一人一人が行った。他に刀
剣の取り扱いについて学びもした。講義では
特に、木村学芸課長から博物館学についての
話はもちろん、学芸課長自らの体験談なども
多くお話していただいた。大学の講義だけで
は聞くことができない、日々学芸員として働
く方の話を多く聞くことができ、そこから
様々なことを学ぶと同時に、これからの博物
館とはどうあるべきかと考えさせられた。
　学外実習でしか手に入れることのできな
い、貴重な経験と知識を多く得ることがで
き、実習中指導して下さった木村学芸課長の
他、歴史館の方には本当に感謝したい。
文学部第４学年（日本仏教史学コース）和順かさね
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月１９日から２２日までの４日間、近江八幡
市立資料館で実習をさせていただいた。実習
は、近江八幡市の歴史などを学ぶための
フィールドワークを中心に行った。この
フィールドワークを通して感じたことは、学
芸員にはひたすら文書を読む力だけ備わって
いても務まらないということである。何にで
も興味を持つ好奇心の強さや様々な場所に自
らの足を向け調査する体力が必要であるとい
うことを実感した。また、企画展を撤収し、
お借りしていた展示品を個人のお宅へ返却す
るという貴重な体験をさせていただいた。こ
の体験で、資料を扱う際には実際に資料を手
に取り、その性質を感覚で判断して梱包など
をしなければならないということ、またコ
ミュニケーション能力によって地域の方々と
の信頼を築き、協力していただくことでより
よい博物館にしていくことの大切さを学ん
だ。
　最後に、大変有意義な時間を過ごさせてい
ただいたことに深く感謝したい。
文学部第４学年（国文学コース）飯山友紀
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月１９日から２３日までの５日間、私は大津
市歴史博物館で実習をさせていただいた。学
芸員の方々のお話を聞き、多くの資料に触
れ、この５日間は本当に貴重な経験となっ
た。
　実習内容は、講義、掛軸・浮世絵・瓦の取
り扱い、展示で、多岐にわたった。現場で行
われる全てのことが新鮮で興味深く、できる
だけ吸収しようとしたからか、何事も楽しん
で学ぶことができた。
　その中でも印象深かったのは展示実習であ
る。展示作品の調書をとり、キャプションを
作った。キャプション作りでは、着眼点が
各々異なり、個性的なものが出来上がった。
また、どう展示すれば観覧者が見やすいかに
ついて、真剣に話し合った。
　この実習で感じたことは、学芸員の仕事は
幅広いということである。専門的な仕事はも
ちろん、事務的な仕事・教育的な仕事・接客
など、仕事の内容は多くの分野を網羅してい
る。今回の実習は、自分に足りないものを見
極めるのに最適の場になった。
文学部第４学年（国文学コース）小谷美樹
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月１９日から２２日までの４日間、近江
八幡市立資料館で実習させていただいた。実
習では、企画展で展示されていた資料の片付
け、梱包を行い、写真や軍服など様々な種類
の資料の扱い方を学ぶことができた。その日
の午後には、個人のお宅へ資料の返却に伺
い、地域の方々と触れ合うこともできた。ま
た、フィールドワークを行い、近江八幡の歴
史ある町並みを見て回った。長時間歩くのは
結構大変だったが、地域密着型の博物館では
学芸員が自分の足で地道に調査していくのが
とても大切なことだと感じた。実習は短い期
間だったが、一日一日が内容の濃い大変充実
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した４日間であった。
　初日に館長さんがおっしゃった「荷物にな
らない荷物（知識）を持っていってくださ
い」という言葉通り、多くの知識をこの実習
で得ることができたと思う。
文学部第４学年（国文学コース）塩見優樹
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は、６月２７日から７月４日までの中の６
日間、大阪市立美術館で博物館実習をさせて
いただいた。実習では、第五十四回全関西美
術展の搬入や、審査、陳列などに関わらせて
いただいた。その他にも、館内見学や講義、
工芸・書画の取扱い方などについても勉強さ
せていただいた。
　私は、講義の際に出されたミュージアムは
「誰のために存在するのか」という問いにつ
いて考えながら実習に臨んだ。私が実習を終
えて感じたのは、来館者や市民の方々のため
の美術館作りがされているということであっ
た。実際に、学芸員の方々は市民の方々の声
を大切にし、来館者が何を求めているのかと
いう視点を持って展示などを考えていたよう
に思う。
　学芸員には想像していたよりも多くのこと
が求められていた。また、予算などに考慮し
た館の運営がされている面でも現場の厳しさ
というものを実感できたと考える。今回学ん
だ多くのことや気付きをこれからにも生かし
ていきたい。
文学部第４学年（国文学コース）重見梨江
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月１２日から１５日までの４日間、栗東
歴史民俗博物館で実習をさせていただいた。
実習では館長のお話や館内見学、目録作りや
古文書の調査作業などを行った。「大宝神社
文書」の古文書実習では、古文書にラベルを
貼るという普段経験できないような実習をさ
せてもらった。古文書の種類によってラベル
の貼る位置は決まっていていた。決まってい
るなら作業はスムーズに進むだろうと思って
いたが、実際はラベルを貼る位置が分からな
いもののほうが多かった。実際に資料に触れ
る作業が多かったので、常に緊張感を持って
作業することができた。ラベルを貼るという
作業は地道な作業ではあったが、こういった
地道な作業が資料を残していくためには一番
必要なことなのだと今回の実習で学んだ。
　実際に博物館で働いておられる学芸員の方
の仕事に対する誇りを肌で感じることがで
き、とても充実した４日間であった。
文学部第４学年（国文学コース）山本友香里
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月１９日から２２日までの４日間、近江
八幡市立資料館で実習させていただいた。実
習では企画展の撤収作業にあたり、軍服や写
真などを薄葉紙や真綿を使って梱包し、それ
らを個人宅へ返却するという体験をさせてい
ただいた。資料の貸し借りや返却では、万が
一のことがないよう十分な注意と確実な事務
手続きを要する。他館や個人と館の学芸員と
の強い信頼の上で展示がなされることを実感
した。また、資料を提供してくださる地域住
民の方々、あるいは伝統的建造物群保存地区
の景観保存に携わる方々など、町の観光事業
の活性化や研究・保存が地域ぐるみで行われ
ていることを知った。その他、実習では近江
八幡の町を散策する時間を豊富に設けてくだ
さり、ヴォーリズ建築や寺社、古道、古い町
家などを見て回った。
　常に好奇心を持つことと、体験することの
大切さを、実習を通して学ぶことが出来た。
濃厚で貴重な４日間の実習経験は、今後に十
分活かしていきたいと思う。
文学部第４学年（国際文化学分野）塚本祥子
＊　　　　　＊　　　　　＊
　私は８月１９日から２３日までの５日間、大津
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市歴史博物館での博物館実習に参加させてい
ただいた。実習では、掛け軸や浮世絵の取り
扱い法、かわらの洗浄、かわらや浮世絵の調
査、展示実習を行った。また博物館ではいか
に文化財を護っているか、人を呼ぶためには
どうすれば良いか、博物館に求められている
ことなどの講義を受けた。展示実習では、実
際に浮世絵の調査を行い、自分たちでキャプ
ションを作り展示した。実習中は他の実習生
と協力して行うことが多く、協力し合うこと
の大切さを改めて感じた。この実習で、博物
館や学芸員の現状や文化財が現在おかれてい
る状況や他とコミュニケーションを取ること
の大切さを学べた。実習期間中は学芸員の方
の話を多く聞くことができ、学芸員のやりが
いや大変さなどを知ることができた。
　今まですることのできなかった貴重な体験
をさせていただけたことを感謝したい。
文学部第４学年（人文情報コース）山口あゆみ
＊　　　　　＊　　　　　＊
　８月下旬の６日間、愛知県の安城市歴史博
物館で実習をさせて頂いた。内容は講義・資
料取扱実習（掛軸・出土品・文書）・展示室
の展示替え・展示室の解説等で、かなり中身
が濃く毎日が緊張の連続であったが、とても
有意義だった。
　特に一番苦労したのは、解説実習だった。
同じコーナーを二回解説するのだ。私の担当
した「三河一向一揆」コーナーには掛軸一点
と絵図一点しかなく、一回目の解説では５分
間一向一揆の概要説明に終始してしまった。
それで全力のつもりだったが、学芸員さんか
ら「私は一つの掛軸で５分は話すよ」とアド
バイスを頂き、二回目では絵図で５分間解説
する事ができた。いかに一つの展示物に対し
奥深い知識が必要とされるか痛感した。
　学芸員の方々には、資格を得るだけの実習
生が殆どなのにも関わらず熱心にご指導下さ
り、「一人でも多く博物館の理解者になって
欲しいという気持ちで実習生を受け入れてい
る」との言葉が印象的だった。
科目等履修生　清澤トキ
＊　　　　　＊　　　　　＊
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